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6月トリアだより 
 

6月の活動 

※専門職の来所予定日 

公認心理師（松本）：16日（金）、19日（月）、30（金） 

言語聴覚士（永山）：20日（火）～23日（金）、26日（月）～29日（木） 

理学療法士（樋口）：5日（月）、6日（火）、14日（水）、16日（金）、24日（土） 

作業療法士（大平）：2日（金）、9日（金）、12日（月）、27日（火） 
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・持ち物全てに記名をし、持たせて下さい。また、記名がない場合は事業所にて記名をさせていただきます。ご理解のほど 

よろしくお願い致します。 

※当日のキャンセル連絡は、9時 15分までに連絡をお願い致します。9時 15分以降の連絡になりますと昼食代（264円）が 

発生します。 

・活動時間確保の為、9時 50分～10時 15分までに登園下さい。10時 15分までに登園されない際は、ご連絡させていただき

ます。 

・降園時の引き継ぎを 13時 30分頃より開始しています。13時 45分までに来所されない場合は、一度ご連絡させて頂きます。 

・下着（パンツ）の貸し出しがあった際は、未使用の物を返却して頂きますよう、よろしくお願い致します。 

・お子様のことで悩み事や困り事等ありましたらご相談下さい。コドモンや交換ノートを必要に応じてご活用下さい。 

・トイレトレーニングを行っている方は、トレーニングセット（パンツ、ズボン、Ｔシャツ、肌着、ビニール袋）を袋にまとめて準備をして

いただきますよう、お願い致します。 

・着替えた衣類を入れる袋を、必ず持たせて下さい。（スーパーのビニール袋等で構いません。） 

 

  

 

 

皆さんこんにちは。梅雨本番の 6月、雨が続いて外に出かけられないときには、のんびり本を眺めて過ごすのも

いいかもしれません。 

 私が最近読んだ本の中に、親御さんが子どものことばの言い間違いを、なるべく長く続いてほしいと大事にし

ている場面がありました。ふだんの療育では、正しいことばのモデルを聞かせて自然な修正を促す支援を行って

いるので、この言い間違いを大事にしたいという思いを新鮮に感じました。そこで今回は私が見聞きした、子ど

もの可愛らしい言い間違いの例についてお伝えしたいと思います。 

「おーい、おまみー」これは何のことだと思いますか？「おーい、おともだちー」と 

呼びかけているのです。「おともだち（お・と・も・だ・ち）」は、５拍の音から 

できている少し長めのことばなので、まだことば全体がひとかたまりのように 

聞こえている時期には、一つ一つ音を分けてとらえることも、とらえた音を 

正しく覚えておくことも難しいために、このような可愛らしい言い間違いになったのです。 

また、口を動かして発音するのも実は大変な作業です。「お」「と」「も」は口の形は同じですが、「お」は舌を

あまり使わない音、「と」は舌先を上の歯茎につけて作る音、「も」は閉じた口を丸く開きながら息を鼻に通して

作る音、「だ」は上の歯茎につけた舌先を勢いよく離しながら口を大きく開ける音、「ち」は口を横に引いて「だ」

から舌先の位置を少しずらし、舌と歯の隙間から息を通して作ります。この複雑な動きをなめらかにつなげてい

くのですから、音の数や舌の動きを省略して「おまみ」になってしまうのもうなずけます。 

「おまみ」が 「おともだち」 に進化するには、ことばの音を聞き分ける力や順番を覚えておく力、口や舌を

正確に連続して動かす力が育つことが前提になるのです。ただし、「おーい、おまみー」には幼いながらも友だち

に話しかけたい気持ちがあふれていて、その気持ちが何より大事ではないかと思うのです。 

 子どもは成長とともに日々変化していきます。思い悩んだ日々を振り返り、懐かしく感じるときもくるでしょ

う。今しかない、貴重な時間を楽しむ心の余裕も持ちたいものです。 

 

言語聴覚士 仮上 桃子 


